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項 目 要   約 

１．研究の概要 
ナノ粒子分散ナトリウム（以下、ナノ流体）技術を用いて、冷却材ナトリ

ウムに潜在する危険性を低減することにより、ナトリウムの化学的活性度が

係わる重大事故等における格納機能の健全性確保ならびに重大事故への進展

防止の可能性を明らかにし、その方策の提示に資することを目的として、以

下の研究開発を行う。 

１）ナノ流体の適用性評価 

２）ナノ流体の反応抑制効果の評価 

３）ナノ流体の反応抑制メカニズムの解明 

４）ナノ流体製造技術の整備・高度化

２．総合評価 
ナトリウム冷却炉の安全性向上に大きく寄与する研究であり、極めて優れ

た成果があげられていると判断する。他の元素についても検討がなされてお

り、今後の検討に資する基礎知見も得られている。 

実用化に向けた課題を整理し、着実に実証を進めることで、反応メカニズ

ムの更なる検討が期待される。 

Ｓ）極めて優れた成果があげられている 

Ａ）優れた成果があげられている 

Ｂ）一部を除き、相応の成果があげられている 

Ｃ）部分的な成果に留まっている 

Ｄ）成果がほとんどあげられていない 

Ｓ


